
ほのお Ｎｏ．８７５ ２０１１年１１月１０日 由倉工業労働組合

10
月
28
日
（
金
）
藤
岡
工

場
食
堂
に
お
い
て
由
倉
労
組

の
第
78
回
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

定
期
大
会
は
山
口
執
行
委

員
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
全
員
で
労
働
歌
「
が

ん
ば
ろ
う
」
を
合
唱
し
た
後
、

議
長
に
椛
本
さ
ん
を
選
出
し

ま
し
た
。
議
長
に
よ
る
大
会

成
立
宣
言
が
さ
れ
た
後
、
加

藤
委
員
長
が
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
と
し

て
吉
谷
取
締
役
、
全
国
協
渡

辺
書
記
長
、
佐
野
地
区
労
内

藤
事
務
局
長
、
中
央
労
金
藤

沼
佐
野
支
店
長
、
全
労
済
押

山
足
利
支
所
長
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
次
第
に
そ
っ
て

議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
一
般
経

過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
、
審
議
事
項
で

は
、
運
動
方
針
案
、
予
算
案

が
粂
谷
書
記
長
、
片
岡
執
行

委
員
よ
り
提
案
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
挙
で
は
現
役
員
が
引

き
続
き
再
任
す
る
こ
と
で
信

任
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

加
藤
委
員
長
の
音
頭
で
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
、

第
78
回
定
期
大
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

今
回
の
定
期
大
会
で
採
択

さ
れ
た
運
動
方
針
に
基
づ
き

組
合
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
と
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

・
荏
原
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

内
山
喜
公

・
荏
原
金
属
労
働
組
合

執
行
委
員
長

加
藤
勝
稔

・
化
学
一
般

ニ
ッ
シ
ョ
ウ
ニ
プ
ロ
支
部

・
佐
野
市
議
会
議
員

寺
内
冨
士
夫

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
中
か
ら
、
荏
原
合
同
労
組

の
内
山
委
員
長
か
ら
頂
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。
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由
倉
労
組

一
人
一
人
の
力
を
組
合
に
結
集
し
、

活
発
で
頼
り
に
な
る
労
働
組
合
を

職
場
に
地
域
に
つ
く
ろ
う
！

被災地ボランティアを募集
荏原グループ労連

開催日時：１２月２日(金)夜出発～４日(日)帰宅

ボランティア場所：岩手県遠野市近郊

あっせん先：遠野まごころネット

参加資格：グループ労連加盟団体の従業員と家族

募集人員：４０名(大型バス１台)

募集期間：１１月７日(月)～１１月１８日(金)

申込方法：労働組合まで申し込んでください。

参加料金：無料

藤岡工場からの参加者は、佐野サービスエリアで深

夜１２時ころ乗車します。参加費は無料ですが、長靴

や防塵マスクなどの備品は自己負担となります。

定
期
大
会
に
寄
せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ（
敬
称
略)

２
０
１
１
年
由
倉
労
組
役
員

委
員
長

加
藤
賢
一

副
委
員
長

小
関
喜
隆

書
記
長

粂
谷
正
義

執
行
委
員

山
口
富
三

執
行
委
員

片
岡
利
行

ご
来
賓
の
皆
さ
ん

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
生
ま
れ
て
初

め
て
の
経
験
で
、
色
々
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
地
震
国
日
本
の
在
り
方
、

一
人
一
人
の
繋
が
り
、
自
分

な
り
に
精
い
っ
ぱ
い
や
る
こ

と
に
つ
い
て
で
、
自
然
の
力

に
対
し
て
私
た
ち
は
あ
ま
り

に
も
無
能
で
何
も
で
き
な
い

状
況
の
中
、
生
活
環
境
に
つ

い
て
は
利
便
性
最
優
先
で
き

た
が
、
住
ま
い
・
生
活
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
原
発
の

放
射
能
汚
染
問
題
も
含
め
て

そ
の
対
応
を
真
剣
に
考
え
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
み
ん
な
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
ず
、
震

災
の
復
旧
復
興
や
組
合
員
の

拡
大
は
個
人
が
自
分
ら
し
さ

人
間
ら
し
さ
を
出
す
中
で
、

周
り
の
人
や
社
会
と
の
繋
が

り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
、

恥
ず
か
し
が
ら
ず
刺
激
を
恐

れ
ず
に
外
に
目
を
向
け
て
一

人
一
人
の
繋
が
り
を
持
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
こ
れ
が
最

後
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
気

持
ち
で
色
々
な
出
来
事
に
対

し
て
「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
」

を
念
頭
に
お
い
て
み
ん
な
と

一
緒
に
行
動
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
来
賓
の
方
々
に
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
全
組
合
員

出
席
の
中
で
定
期
大
会
が
開

催
で
き
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

加
藤
委
員
長
挨
拶
要
旨

吉谷取締役

全国協渡辺書記長

地区労内藤事務局長労金藤沼支店長

全労済押山支所長

労
働
組
合
に
入
ろ
う
！

み
ん
な
で
協
力

し
て
安
心
・
安
全
の
職
場
を
つ
く
ろ
う
！


